






























































































































100 200 300 400 500 A備
一ノ 1 1
1．00 2 10 7 4 23
2．00 3 24 28 19 3 77
3．00 4 10 6 1
??
4．oo 1 2 1 4
500 ， 3 ? 5
合計 5 39 47 34 6 131
※メールの回数の設問に対し記入漏れが1件あり，「．00」となっている。
78
5．終わりに
　その他，アンケートで調べてみたいこととして，
　（1）アンケート結果の記名・無記名による差
　（2｝授業に対する満足度の週ごとの推移（グラフ）
などが挙げられる。これらは授業の改良のためというよりはむしろ自分自身の興味，または楽し
んで調査を行なう趣味の領域といえるかもしれない。こういつた遊びもできるということは，集
計が簡単であることの賜であろう。
　今回環境構築により集計が簡単になるが，回数が増えればかなりの労力が必要である。また，
学生からの質問ならば，何度でも説明するなど対処しやすいが，それ以外の場合にはどのように
フィードバックさせるかは難しい。アンケートで得られたデータをどう読み，どう活かすは今後
とも引き続き検討していかなければならない課題である。
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